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(57)【要約】
【課題】玄米タンクからそのまま無精白で玄米を取出す
ことができるコンパクトな共用式の精米システムの中心
としての精米機の構成要素として、簡易構成により、製
造コスト、メンテナンス、取扱いの問題を回避できる精
米機用抵抗装置を提供する。
【解決手段】精米機用抵抗装置は、搗精部（２）の送出
口（２ａ）に臨む抵抗板（３）と、この抵抗板（３）を
進退可能に揺動支持する開閉アーム（４）と、抵抗板（
３）に所定の弾発力を作用する加圧機構（５）と、この
加圧機構（５）による弾発力を回動軸（６ａ）の回動操
作によって調節するための回動調節機構（６）とから構
成され、上記回動調節機構（６）と開閉アーム（４）と
の間には、回動調節機構（６）の回動軸（６ａ）の回動
操作によって抵抗板（３）を開放動作させる作用部（７
ａ）と従動部（７ｂ）とからなる開放機構（７）を形成
したものである。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搗精部（２）の送出口（２ａ）に臨む抵抗板（３）と、この抵抗板（３）を進退可能に
揺動支持する開閉アーム（４）と、この開閉アーム（４）を介して抵抗板（３）に所定の
弾発力を作用する加圧機構（５）と、この加圧機構（５）による弾発力を回動軸（６ａ）
の回動操作によって調節するための回動調節機構（６）とからなる精米機用抵抗装置にお
いて、
上記回動調節機構（６）と開閉アーム（４）との間には、回動調節機構（６）の回動軸（
６ａ）の回動操作によって抵抗板（３）を開放動作させる作用部（７ａ）と従動部（７ｂ
）とからなる開放機構（７）を形成したことを特徴とする精米機用抵抗装置。
【請求項２】
　前記開放機構（７）は、回動調節機構（６）の回動軸（６ａ）から径方向に突設した揺
動アームを作用部（７ａ）とし、この作用部（７ａ）の回動干渉範囲に開閉アーム（４）
から突設した突状部材を従動部（７ｂ）として構成したことを特徴とする請求項１記載の
精米機用抵抗装置。
【請求項３】
　前記回動調節機構（６）の回動軸（６ａ）の回動位置について、開放機構（７）が抵抗
板（３）を開放動作させる開放動作位置（Ａ）は、抵抗板（３）の弾発力（Ｄ）が最小の
最小圧位置（Ｂ）から最大の最大圧位置（Ｃ）までの調節範囲における最小圧位置（Ｂ）
の外側に配置したことを特徴とする請求項１記載の精米機用抵抗装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回動調節機構を備えて搗精圧力を調節する精米機用抵抗装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　搗精圧力を回動軸操作によって調節する回動調節機構を備えた精米機用抵抗装置が知ら
れている。例えば、特許文献１に示される精米機用抵抗装置は、搗精部の送出口に臨む抵
抗板と、この抵抗板を進退可能に揺動支持する開閉アームと、この開閉アームを介して抵
抗板に所定の弾発力を加える加圧機構と、この加圧機構の弾発力を回動軸操作によって調
節する回動調節機構等を備えて構成される。この抵抗装置を備える精米機は、回動調節機
構の回動操作により、無圧を含む広い範囲に及ぶ搗精圧で玄米を精米処理することができ
る。
【特許文献１】特開平１１－１９５２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記構成の抵抗装置は、回動調節機構を操作して加圧機構による弾発力
を無圧に調節した場合にあっても、抵抗板と開閉アームによる揺動部分の自重によるモー
メントが弾発力として搗精部の送出口に作用することから、特に、揺動部分が大きな自重
を有する大型機では、搗精部から玄米を無圧排出しようとしても、その自重による搗精圧
力が作用して玄米表面に白っぽい荒れが生じるという問題を有し、その解決のために抵抗
板を開放するための開放レバーを開閉アーム等に別設した場合には、構成の複雑化により
、コスト、メンテナンスの点で問題を招き、また、別設の開放レバーと回動調節機構が競
合しないように煩雑な取扱いを強いられるという問題を招くこととなる。
【０００４】
　解決しようとする問題点は、玄米タンクからそのまま無精白で玄米を取出すことができ
るコンパクトな共用式の精米システムの中心としての精米機の構成要素として、簡易構成
により、製造コスト、メンテナンス、取扱いの問題を回避できる精米機用抵抗装置を提供
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することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、搗精部の送出口に臨む抵抗板と、この抵抗板を進退可能に揺動
支持する開閉アームと、この開閉アームを介して抵抗板に所定の弾発力を作用する加圧機
構と、この加圧機構による弾発力を回動軸の回動操作によって調節するための回動調節機
構とからなる精米機用抵抗装置において、上記回動調節機構と開閉アームとの間には、回
動調節機構の回動軸の回動操作によって抵抗板を開放動作させる作用部と従動部とからな
る開放機構を形成したことを特徴とする。
　上記構成の精米機用抵抗装置は、加圧機構から開閉アームを介して抵抗板に作用する弾
発力が搗精部に搗精圧力として作用して精米処理を可能とし、その弾発力は回動調節機構
によって調節され、また、回動調節機構と開閉アームとの間に抵抗板の開放機構を組み込
んだことから、回動調節機構により開閉アームを介して抵抗板が開放動作され、送出口と
の間の隙間から玄米の無圧排出が可能となる。
【０００６】
　請求項２の発明は、請求項１の構成において、前記開放機構は、回動調節機構の回動軸
から径方向に突設した揺動アームを作用部とし、この作用部の回動干渉範囲に開閉アーム
から突設した突状部材を従動部として構成したことを特徴とする。
　上記構成の精米機用抵抗装置は、揺動アームと突状部材とによる簡易な構成の開放機構
により、抵抗板の開放動作が可能となる。
【０００７】
　請求項３の発明は、請求項１の構成において、前記回動調節機構の回動軸の回動位置に
ついて、開放機構が抵抗板を開放動作させる開放動作位置は、抵抗板の弾発力が最小の最
小圧位置から最大の最大圧位置までの調節範囲における最小圧位置の外側に配置したこと
を特徴とする。
　上記構成の精米機用抵抗装置は、回動調節機構の開放動作位置が最小圧位置の外に位置
することから、抵抗板の抵抗が最小となる角度位置を越えると抵抗板の開放によって玄米
そのままの無精白送出ができる。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の構成の精米機用抵抗装置は、加圧機構から開閉アームを介して抵抗板に作用
する弾発力が搗精部に搗精圧力として作用して精米処理を可能とし、その弾発力は回動調
節機構によって調節され、また、回動調節機構と開閉アームとの間に抵抗板の開放機構を
組み込んだことから、回動調節機構により開閉アームを介して抵抗板が開放動作され、送
出口との間の隙間から玄米の無圧排出が可能となる。
　上記のように、抵抗板の開放機構を回動調節機構に組み込んだ簡易な構成の抵抗装置に
より、コスト、メンテナンス、取扱いの問題を回避して精米機から玄米そのままの無精白
送出が可能となるので、その結果、玄米タンクからの送路切替え機構を要することのない
簡易な構成により、コンパクトな構成で玄米送出が可能な共用式の精米システムについて
、低コスト化、メンテナンスの容易化を実現することができる。
【０００９】
　請求項２の構成の精米機用抵抗装置は、揺動アームと突状部材とによる簡易な構成の開
放機構により、抵抗板の開放動作が可能となる。
【００１０】
　請求項３の構成の精米機用抵抗装置は、回動調節機構の開放動作位置が最小圧位置の外
に位置することから、抵抗板の抵抗が最小となる角度位置を越えると抵抗板の開放によっ
て玄米そのままの無精白送出ができるので、精米と玄米の目的に応じた簡易な回動操作に
より、違和感なく、かつ、確実な操作が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
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　上記技術思想に基づいて具体的に構成された実施の形態について以下に図面を参照しつ
つ説明する。
　図１は、本発明に係る精米機用抵抗装置の正面図（ａ）と縦断断面図（ｂ）である。
　抵抗装置１は、搗精部２の送出口２ａに臨む抵抗板３と、この抵抗板３を進退可能に揺
動支持する開閉アーム４と、この開閉アーム４を介して抵抗板３に所定の弾発力を加える
加圧機構５と、この加圧機構５による弾発力を回動調節するための回動軸６ａによる回動
調節機構６とから構成され、回動調節機構６と開閉アーム４との間には、回動軸６ａの回
動操作によって抵抗板３を開放動作させる開放機構７を形成する。
【００１２】
　詳細に説明すると、精米機の搗精部２は、機体の前後方向に沿って配置した筒状金網２
ｂの内部に搗精ロール２ｃを回転可能に備え、その前端位置に送出口２ａを開口する。
　抵抗板３は、搗精部２の送出口２ａを閉鎖可能な円板体であり、送出口２ａの正面に臨
んで進退動作可能に開閉アーム４の下端に支持する。
　開閉アーム４は、その中段位置を左右の側板４ｂ，４ｂの間に架設した水平支軸４ａに
よって揺動可能に軸支するとともに、その上端を加圧機構５の正面に配置する。
　加圧機構５は、開閉アーム４の上端に所定の弾発力を正面方向に作用するコイルスプリ
ング５ａと、その後端部を進退可能に受けて弾発力を設定するスライド体５ｂをガイド筒
５ｃに収容して構成する。スライド体５ｂは、その進退位置に応じてコイルスプリング５
ａを圧縮することにより、開閉アーム４を介して対応する弾発力Ｄを抵抗板３に作用する
。
【００１３】
　回動調節機構６は、機体の前後方向に沿って軸支した回動軸６ａと、その後端に取付け
た円筒カム６ｂと、前端位置に取付けた調節ダイヤル６ｃとから構成される。円筒カム６
ｂには螺旋状のカム面Ｅを形成し、このカム面Ｅを加圧機構５のスライド体５ｂと摺動可
能に当接することにより、調節ダイヤル６ｃの回動角度位置と対応してコイルスプリング
５ａの弾発力を変更可能に構成する。
【００１４】
　調節ダイヤル６ｃの調節範囲は、抵抗板３が搗精部２の送出口２ａを閉鎖した状態にお
いて、加圧機構５のコイルスプリング５ａが自由長となる最小圧位置から最圧縮長となる
最大圧位置に至る範囲を越えて回動可能に、好ましくは、最小圧位置の外方まで無加圧の
範囲を拡大した所定の延長位置まて回動可能に構成する。
【００１５】
　開放機構７は、その要部拡大平面図を図２に示すように、回動調節機構６の回動軸６ａ
からその径方向に突出する揺動アーム７ａによる作用部を転動可能なカラーによって構成
し、この揺動アーム７ａの干渉動作を受け入れるガイド面Ｆを備えて所定の従動距離Ｇを
従動動作する突状部材７ｂを従動部として開閉アーム４の上部に設ける。
【００１６】
　調節ダイヤル６ｃの回動操作範囲においては、回動軸６ａと一体構成の揺動アーム７ａ
が突状部材７ｂに干渉して抵抗板３が強制開放され、この時の揺動アーム７ａの位置を開
放位置Ａとすると、加圧機構５が無加圧となる時および最大圧となる時の揺動アーム７ａ
の角度位置をそれぞれ最小圧位置Ｂ、最大圧位置Ｃとして、この最小圧位置Ｂから最大圧
位置Ｃまでの角度範囲から外れた位置に開放位置Ａを配置し、好ましくは、最小圧位置Ｂ
の外方の延長位置に配置する。
【００１７】
　上記構成の精米機用抵抗装置１は、加圧機構５から開閉アーム４を介して弾発力Ｄが抵
抗板３に作用し、この弾発力Ｄによって搗精部２に搗精圧力が作用して玄米を精米処理し
、その抵抗板３の弾発力Ｄは回動調節機構６の調節ダイヤル６ｃの回動操作によって調節
することができる。すなわち、精米運転する際の調節ダイヤル６ｃの位置は、加圧機構５
のコイルスプリング５ａが自由長から最圧縮長に至る範囲において、所望の精白圧力位置
に回動操作することにより、揺動アーム７ａが最小圧位置Ｂから最大圧位置Ｃまでの範囲
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内で突状部材７ｂに干渉することなく、加圧機構５の弾発力が抵抗板３に伝達され、この
弾発力Ｄが搗精部２の送出口２ａから送出される精白米に作用することにより、対応する
搗精圧力が搗精部２に作用して精米処理が行われる。
【００１８】
　また、精米機の搗精部２から玄米をそのまま排出する場合は、調節ダイヤル６ｃを回動
操作して開放機構７の揺動アーム７ａが最小圧位置Ｂを越えることにより突状部材７ｂと
の干渉が始まり、開放位置Ａにおける突状部材７ｂの従動動作により、干渉状態の要部縦
断側面図を図３に示すように、開閉アーム４を介して抵抗板３が開放側に揺動動作し、抵
抗板３と送出口２ａとの間に所定の隙間Ｈが確保される。
【００１９】
　この開放機構７によって形成される送出口２ａの隙間Ｈは、抵抗板３が抵抗圧力を生じ
ることのない程度の寸法に設定することにより、抵抗板３を含む揺動部分が大きな自重を
有する場合においても、搗精部２から玄米そのままの無圧排出が可能となる。この場合に
おいて、最小の弾発力位置を越えた位置で玄米の無精白送出ができるので、精米と玄米の
目的に応じた簡易な回動操作により、違和感なく、かつ、確実な操作が可能となる。
【００２０】
　このような開放機構７を回動調節機構６に組み込んだ簡易な構成の抵抗装置により、コ
スト、メンテナンス、誤操作の問題を回避して精米機から玄米そのままの無精白送出が可
能となるので、その結果、玄米タンクからの送路切替え機構を要することのない簡易な構
成により、コンパクトな構成で玄米送出が可能な共用式の精米システムについて、低コス
ト化、メンテナンスの容易化を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る精米機用抵抗装置の正面図（ａ）と縦断断面図（ｂ）
【図２】開放機構の要部拡大平面図
【図３】開放状態の要部縦断側面図
【符号の説明】
【００２２】
　１　　　精米機用抵抗装置
　２　　　搗精部
　２ａ　　送出口
　３　　　抵抗板
　４　　　開閉アーム
　４ａ　　水平支軸
　５　　　加圧機構
　５ａ　　コイルスプリング
　６　　　回動調節機構
　６ａ　　回動軸
　６ｂ　　円筒カム
　７　　　開放機構
　７ａ　　揺動アーム（作用部）
　７ｂ　　突状部材（従動部）
　Ａ　　　開放位置
　Ｂ　　　最小圧位置
　Ｃ　　　最大圧位置
　Ｄ　　　弾発力
　Ｅ　　　カム面
　Ｆ　　　ガイド面
　Ｇ　　　従動距離
　Ｈ　　　隙間
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